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今回の国際連携スタートアップの目的・狙い、意義・必要性について、簡潔、明瞭に記入してください。

この１５年間は、日本・韓国・カナダ３カ国において、ボランティアと教育にかかわる激変期だった、本プロジェクト

は、そうした好機を捉え、３カ国の研究者が連携することによって、ボランティアに関する国際比較研究を進展させよう

とするものである。２００８年１月１１日には、韓国・カナダの先端的研究者を迎えて、立命館大学ボランティアセンタ

ー主催国際シンポジウム「ボランティアリズムと教育－カナダ、韓国、そして、日本」が開催された。本プロジェクトは、

こうした研究ネットワークをさらに継続・強化することによって、１）３カ国のボランティア活動に関する既存の公的調

査データを基盤とする比較分析、２）３カ国の教育機関におけるボランティア教育プログラムおよび教育政策の比較分析、

３）ボランタリーセクターに関わる社会学的な比較社会分析などを通じて、ボランタリーセクターを民主的で創造的なセ

クターとして発展させていくための基礎的な知見を得ることを目的とする。 

今回の国際連携スタートアップで得られた成果、目標達成度、今後の展開計画について、ポイントを絞り具体的、簡潔に記
入してください。 

 ２００８年１月のシンポジウムによって結成された日・韓・加「チーム２１」に、韓国の若手研究者３名が加わり、上

記研究計画にそって、研究協力が推進された。２００９年３月７日には、ソウル大学国際研究大学院・立命館大学・韓国

ボランティア協議会・ボランティア２１共催により、韓国政府の資金も得て、ソウル大学において、国際シンポジウム「加・

日・韓におけるボランティア、教育そして市民社会」が開催された。ソウル大学名誉教授のキョンドン・キム博士よるボ

ランティア文化に関する基調講演の後、１）日・韓・加３カ国の全国ボランティア調査データにもとづく最新の分析、２）

ボランティア２１による２００８年調査データにもとづく、ボランティア活動の社会学的分析、３）２００７年より東京

都に導入された、奉仕教育の評価、ならびに、独自調査データに依拠したボランティア文化の国際比較に関して、調査結

果が発表され、研究の相互交流が前回シンポ以上に促進された。２００１年ボランティア国際年から１０年が経過する２

０１１年に向けて、「チーム２１」としても、研究成果を英文研究著作としてまとめいくことが方針化された。今回のシ

ンポジウムには、韓国に学ぶ発展途上国のＮＧＯスタッフも多数参加し、真に国際的で有意義な熱い議論が展開された。
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